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問1 奈良時代、政府が一般の人々への布教を制限していた中で、民衆の間で仏教を広めるとともに、橋や道路、ため池の建設とい
った社会事業を行い、多くの人々の信頼を得た僧侶は誰ですか。 （2019年　佐賀公立入試　類似）

1.  行基 2.  空海 3.  日蓮 4.  雪舟

問2 律令制度下の農民が負った税負担のうち、収穫した稲の約3パーセントを納める義務に加え、地方の特産物を納める義務、およ
び都での労役の代わりに布を納める義務を総称して何と呼びますか。当時の制度を示す記述に基づいて答えなさい。 （2020年　山口

公立入試　類似）

1.  租・庸・調 2.  地租・正税 3.  年貢・公事 4.  関銭・津料

問3 奈良時代の年表において、天平文化が栄えた時期に活動した人物について述べたものです。橋や道路の建設、ため池の築造と
いった社会事業を行いながら、当時禁止されていた民衆への布教活動を精力的に行った僧侶は誰ですか。 （2017年　静岡公立入試　類似）

1.  行基 2.  鑑真 3.  道鏡 4.  最澄

問4 奈良時代、相次ぐ反乱や疫病の流行などの社会不安を取り除くため、聖武天皇が「仏教の力で国を治め、守る」という考えに
基づき、東大寺に大仏を建立しました。このような当時の政治思想を何といいますか。 （2018年　三重公立入試　類似）

1.  鎮護国家 2.  浄土信仰 3.  神仏習合 4.  末法思想

問5 8世紀の日本では、天然痘などの感染症の流行や飢饉が相次ぎ、社会不安が広がっていました。このような状況の中で、聖武天
皇が「仏教の力によって国家を守り、社会の不安を鎮めよう」と考えて全国に国分寺・国分尼寺を建立し、大仏を造立した
際、基盤となった思想を何といいますか。 （2021年　沖縄公立入試　類似）

1.  鎮護国家の思想 2.  浄土信仰 3.  神仏習合の思想 4.  本地垂迹説

問6 奈良時代の土地・税制度の変化について述べた次の文の空欄にあてはまる用語の組み合わせとして正しいものはどれですか。
「人口の増加などにより（　①　）が不足したため、政府は743年に（　②　）を出し、自ら新しく開墾した土地の永代にわ
たる私有を認めた。」 （2021年　佐賀公立入試　類似）

1.  ①口分田　②墾田永年私財法 2.  ①口分田　②三世一身の法 3.  ①検地　②墾田永年私財法 4.  ①荘園　②大宝律令

問7 古代の地方行政区分である五畿七道において、北陸道に属し、日本海に位置する島全体を一つの範囲とした令制国の名称とし
て適切なものを選びなさい。 （2018年　静岡公立入試　類似）

1.  佐渡国 2.  能登国 3.  隠岐国 4.  対馬国

問8 8世紀の文化的な特徴について、当時の社会背景と関連付けた説明として最も適切なものはどれですか。 （2026年　千葉公立入試　類似）

1.  遣唐使によってもたらされた唐
の文化と仏教が融合し、国家の安
定を願う性格の強い文化が形成さ
れた。

2.  大陸との交流を絶ったことで、
日本独自の感性を重視する優美な
和風文化が国風文化として開花し
た。

3.  聖徳太子の執政のもと、日本で
最初の仏教文化として、大陸の南
北朝時代の様式が取り入れられ
た。

4.  武士の台頭に伴い、質実剛健で
力強い様式が好まれ、禅宗の影響
を強く受けた文化が普及した。

問9 律令国家が、6年ごとに戸籍を作成し、それに基づいて人々に口分田を割り当てる「班田収授法」を維持した主な目的として、
最も適切な説明はどれか。 （2023年　宮城県公立入試　類似）

1.  有力な貴族や寺院に土地を寄進
させ、地方の政治を安定させるた
め

2.  人民の構成を正確に把握し、収
穫した稲の一部を税（租）として
確実に徴収するため

3.  農具や肥料を国が貸し出すこと
で、荒れ地の開墾を国家主導で進
めるため

4.  土地を永久に個人の私有財産と
認めることで、農業生産の意欲を
高めるため

問10 律令制度において、平城宮跡などから出土した「木簡」と呼ばれる木の板には、各地から都へ送られた品物の種類や送り主の
氏名が記されています。この資料から確認できる税のうち、成人男子の負担として、絹や布、魚介類といった各地の特産物を
都まで運んで納める義務を何といいますか。 （2023年　群馬県公立入試　類似）

1.  租 2.  調 3.  庸 4.  雑徭
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
行基

当時の政府は「僧尼令」によって僧侶が寺の外に出て活動することを制限していましたが、この人
物は民衆を救うために各地で実務的な活動を行いました。その絶大な影響力と土木技術などの専門
知識は、後に聖武天皇による東大寺の大仏造立を成功させるために必要不可欠なものとなりまし
た。

問2 答え 1
租・庸・調

律令制度において、農民には主に3つの体系的な税が課せられていました。「租」は口分田の面積
に応じて収穫した稲の約3％を納めるもので、主に地方の財源となりました。「調」は繊維製品や
海産物などの各地の特産物を、「庸」は都での10日間の労役（歳役）の代わりに布を納めるもの
で、これらは都まで運ばれ国家の財源となりました。江戸時代の「年貢」や明治時代の「地租」と
混同しないよう区別が必要です。

問3 答え 1
行基

奈良時代の仏教は本来、国家の安泰を祈る「鎮護国家」のためのもので、僧侶が一般の民衆に直接
布教することは禁じられていました。しかし、この僧侶は独学で修行を積み、土木技術を駆使した
社会事業を通じて民衆の信頼を勝ち取りました。その絶大な影響力に注目した聖武天皇は、のちに
彼を大僧正として迎え、東大寺の大仏造立への協力を依頼しました。

問4 答え 1
鎮護国家

聖武天皇は、天然痘の流行や政治的混乱が続く中、仏教の力によって国家の安泰を図ろうとしまし
た。この思想を「鎮護国家」と呼び、これに基づいて全国に国分寺・国分尼寺が建立され、その総
本山として都の平城京に東大寺が、そしてその本尊として大仏が造立されました。

問5 答え 1
鎮護国家の思想

聖武天皇が位にあった奈良時代前半、大規模な疫病や政情不安が続いていました。天皇は仏教を深
く信仰し、その力で国全体を災害や病から守り、安定させようとしました。この「仏教で国家を護
持する」という考え方が鎮護国家の思想であり、東大寺を総国分寺として全国の寺院のネットワー
クを整えました。

問6 答え 1
①口分田　②墾田永年私財法

班田収授法において、6歳以上の男女に与えられる土地を口分田と呼びますが、人口の増加に伴っ
てこの土地が不足しました。政府は当初、三世代に限り所有を認める「三世一身の法」を出しまし
たが、期限が来ると土地が返還されるため農民の意欲が上がらず、最終的に永久私有を認める「墾
田永年私財法」へとつながりました。

問7 答え 1
佐渡国

律令制に基づき設置された令制国の一つで、現在の新潟県にある佐渡島全域を範囲としていまし
た。五畿七道の区分では、越後国などと同じく日本海側に位置する「北陸道」に分類されます。選
択肢にある能登国は現在の石川県の一部、隠岐国は山陰道に属する現在の島根県の島々、対馬国は
西海道に属する現在の長崎県の島を指します。

問8 答え 1
遣唐使によってもたらされた唐の文化と
仏教が融合し、国家の安定を願う性格の
強い文化が形成された。

天平文化は、遣唐使の往来によってもたらされた唐の進んだ文化や、その先の西アジア・インドな
どの国際的な影響を強く受けています。また、社会不安を解消するために仏教の力を借りようとし
た聖武天皇の「鎮護国家」の思想が、大仏造立や寺院建築といった形で具現化された点が、他の時
代の文化との大きな違いです。

問9 答え 2
人民の構成を正確に把握し、収穫した稲
の一部を税（租）として確実に徴収する
ため

班田収授法は、国家の財政基盤を支えるための重要な制度です。戸籍によって性別や年齢などの人
口を把握し、それに応じた口分田を割り当てることで、対価として「租」という税を課しました。
これにより、国家は不安定な私有化を防ぎつつ、安定した税収を確保しようとしました。

問10 答え 2
調

律令国家が全国を支配する仕組みの中で、成人男子には複数の負担が課せられました。「調」はそ
の土地の特産物を納めるもので、都の財政を支える重要な財源となりました。これに対し、収穫し
た稲を納めるものは「租」、都での労働の代わりに布を納めるものは「庸」、地方での労働奉仕は
「雑徭」と呼ばれます。


